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この小論はインドネシア・南スラウエシ南端のＢｉｒ１１（Ｌ。ｓｓａ）の海岸に発達する、数
ｍの高さの海成段丘に付着する、離水サンゴの“Ｃ年代を測った所２２～＞３９ＫａＢ、Ｐ．
の年代を得た。２０から４０Ｋａ前の年代は当時の海面を復原した研究によると当時の海
水準は現在の海面下１２０～５０ｍとなる。陸地の上昇速度を調べると同じ地点で、２つ
も３っも違った値が得られ不合理である。これらのことから陸地が上昇したと考える
よりこの地域が当時高ジオイド面にあったと考えた。

１ 。 は じ め に

著者の一人、藤井は海水準変動研究のため、南スラウエシを１９８２、１９８９年と２度訪

ね た 。 １ ９ ８ ２ 年 に は ウ ジユ ンパ ン ダ ン の 西 側 の マ カ ッ サル 海 峡 の サ ン ゴ 碓 の 島 々 を 訪 ね

たが、思わしい露頭は発見できなかった。１９８９年にはウジユンパンダンの北、Ｐａｒｅ

Ｐａｒｅ、Ｆ）ａｌｗａｌｉ、Ｍａｊｅｎｅを訪ね、また南の１’２１ｋａｌａｒ、、ｌ（？「ｌｅｐｏｎｔｏ、ＢｏｎｔａＥｎｇ．、Ｂｕｌｋｕｍ

ｂａ、Ｂｉｒａの海岸を訪ねた。最後の地点Ｂｉｒａの海岸にみごとな高さ数ｍの海成段丘が
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発達し、多くの離水サンゴが付着しているのを発見できた。
南スラウエシの東南海岸についてＵｔｒｅｃｈｔ大学のＫｌｅｒｋＬ．Ｇ．Ｄｅ（１９８２）の研究があ
り、サンゴ礁の島などから２２地点の資料を集めて年代測定を行ない、既存の２点と合
計２４地点の資料で海水準変動曲線を得ている。もちろん、地表の資料で論じている
ので、完新世の高海水準は５０００年前が現海面上５ｍと高くなっている。

２ 。 地 形 と 地 質-
Ｂ ｉ ｒ ａ の 海 岸 は 潮 差 は 約 ２ ｍ で １ ㎞ ほ ど 海 に 桟 橋 が 突 出 して い る 。 桟 橋 よ り 西 は 高 さ

５ ～ ６ ｍ の 海 成 段 丘 が 発 達 し て い る 。 束 に は 幅 数 十 ｍ の 砂 浜 が あ り 西 側 の 海 成 段 丘 が

続 いて い る が 、 西 １ 則 ほ ど み ご と で な い 。 背 後 は 丘 陵 と な って お り 、 高 さ 、 ｀ ５ ～ ６ ｍ 、
２ ０ ｍ 、 ３ ５ ｍ の ３ 段 の 海 成 段 丘 が 発 達 し 、 中 ・ 高 位 の 海 成 段 丘 面 は 断 層 で き ら れ て 続 か

な い 。 西 側 の 低 位 の 海 成 段 丘 は 高 さ ５ ～ ６ ｍ で 、 高 海 水 面 に み ご と な 波 食 窪 が 発 達 し 、

さ ら に 高 海 水 面 よ り ２ ～ ４ ｍ の 高 さ に 波 食 窪 が 断 続 的 に 発 達 し て い る 。 表 面 は 溶 食 さ

れ て 、 ゴ ツ ゴ ツ に な り ２ 〉 ぐ ２ × ２ ～ ５ × ３ × ２ ｃ ｍ ３ 位 の 凹 み が 多 く 発 達 して い る 。

海 成 段 丘 お よ び 背 後 の 丘 陵 は 中 新 世 か ら 鮮 新 世 の 造 礁 サ ン ゴ か ら な る 石 灰 岩 で 、 殼

の厚さ５ｃｍのＴｒ・ｉ〔ｊａｃｎａが小貝類と供にｔ．／Ｃｊｙしば発見される。石灰岩特有の切りたっ

た崖をつくっている。基盤をつくっている石灰岩はＷａｌｎｅ累層の恥ｌａμ１ｒ部層でその

時 代 は 浮 遊 性 有 孔 中 の Ｎ １ ６ - Ｎ １ ９ に 対 比 さ れ 、 後 期 中 新 世 か ら 初 期 解 新 世 と さ れ
ている（：５；ｔｌｋａｍｏｔ０．１９７５√Ｓｌｊｋａｍｏｔｏｅｔ．ａｌ．１９８２）。

３。年代測定
ａ 資 料 の 産 状-
Ｂｊｒ’ａ海岸の東側は前述の様に離水海成段丘の発達が悪いがＳ；ａｌａμΓ部層の石灰岩

の断面が分布し一部波食窪をっくってをり、これに新しい造礁サンゴが付着してい
る。ＳａｌａμΓ部層のサンゴか新しいものかはサンゴの遺骸が石灰質のもので埋めら
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れ て い る か い な い か 等 で 区 別 す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の 崖 に 付 着 し て い る 高 潮 線

から２５ｃｍ、２０５ｃｍのサンゴをとり（１２０°２７’Ｅ、１５°３７．５’Ｓ）年代測定を行なった。

Ｂｉｒａ半島の西側のＰＡＳＩＲＰＵＴＩＨ（白い（沙）はＢｉｒ’ａ海岸の西海岸のつづきでみごとな

波 食 窪 が 続 い て い る 。 波 食 窪 は 満 潮 面 と ２ ～ ３ ． ５ ｍ の 高 さ と の ２ つ が あ る 。 こ こ で

は３。５ｍ、２ｍ、Ｏｍの３つのＳ；ａｍｐｌｅが採取された（ａＯ°２６．３’Ｅ、５°３７．３’Ｓ）。

ｂ 測 定 と そ の 結 果
年代測定は名古屋大学の年代測定資料研究センターで中村俊夫によりタンデトロ

ンを用いて行われ、ロＣの半減期として５、５７０年が使用された。結果は表１のとお
りである。
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考 察-
一 ケ 所 の 連 続 露 頭 か ら 海 水 準 変 化 曲 線 を え が く こ と を 期 待 し て こ の 研 究 は な さ れ た 。

し か し 、 年 代 測 定 結 果 は 表 １ の よ う に 、 ２ 万 年 よ り 古 い 更 新 世 の 年 代 が 得 ら れ た 。

Ｂｌｏｏｌｎら（１９７４）はニューギニアの｜ｌｕｏｎ半島の海成段丘から、地殻変動を除去して海

水 準 変 動 曲 線 を 描 い て い る 。 そ れ に よ る と ２ 万 年 前 の 海 水 準 は - １ ２ ０ ｎ １ で あ り 、 ３ 万

年前は -４０ｍとなっている。

地 殻 が 上 昇 し て 、 現 位 置 に 離 水 し た と 考 え て 、 試 料 ２ と ∠ １ の 上 昇 量 を 計 算 す る と 年

５．５ｍｍの上昇と１．４５ｍｍの上昇となる。同じ地域で∠１倍の上昇量に違いのでることは

不合理である。
一方、Ｒａｐｐ（１９７４）は世界のジオイド面をえがいている。それによると、ジオイド面

の 最 高 と 最 低 の 差 は 、 □ Ｏ ｍ と な っ て い る 。

以 上 の こ と か ら 、 こ れ ら の 年 代 の 測 定 結 果 を 示 す サ ン ゴ は 隆 起 し て 現 位 置 に き た と
考えるより、１｀ｊ１１（１９８６、１９８７）が議論したように、当地域が当時高いジオイド面であ
っ た 、 す な わ ち 、 こ れ ら の サ ン ゴ は 高 ジ オ イ ド の “ 化 石 ” と 考 え た 方 が よ り 合 理 的 で

ある。
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